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0｜現状の都市

1｜衰退していく三業地

交差する都市の原風景 ～モルフェームを用いたこれからの渋谷商業空間の再構築～ ID0158
都市の生活と街の場所性について

現在、 都市の開発や発展が進み従来の場所性という概念が薄れつ

つある。 場所とは、 それ以外の場所とは全く異なる価値を持ち、 歴

史的な時間軸があり、 人間と有機的な結びつきを持ってきたものであ

る。 それに対して一切、 そうしたものを持たない 「非場所化」 というも

のが、 1990 年代から飛躍的に増えてきており、 街や都市に対して建

物の在り方が問われる。
Fig.1 現状の渋谷風景 1 Fig.2 現状の渋谷風景 2

2｜新しい関係性
「場所性」 を交えて関係性を作り直す

Fig.5 場所性の関係性１ Fig.6 場所性の関係性 2

今後の都市の商業施設においては、 生活と仕事等の両立に

より場所的や時間的制約を抱える人たちが活躍できるような仕

組みを必要とされている。 そのため街の個性として生きる 「場

所性」 を交えることで場所の愛着が生まれるだろう。

商い

人街
場所性

商い

人街

3｜仮説

3-2． 仮説 ： 「場所性を取り入れた商業施設の提案」

　　かつての街の歴史があった場所性の衰退から、 本設計では計画地の 「場所

性」 を意識した商業施設の空間配置と関係性をテーマとしている。 そして、 今後

の商業施設には消費者にとって価値を与えることができる環境の提供が求められる

と仮定し、 施設内をパブリックな空間として展開していく。 また敷地を渋谷と円山町

のエッジを選定し、 土地の場所性を引き出した立体型の商業施設を提案する。

３-1． 今後求められる生活と絡み合うモデル

　現状などから非場所化していく都市に対して、 街としての個性的な空間や

主張していく素材などが失われていく。 一方で建築とした在り方が継続的に

使用され、 場所性という価値を再解釈した空間が必要になるのではないだろ

うか。 そして、 場所性が歴史的なつながりや記憶を強める空間となるだろう。
Fig.3 現代の渋谷 Fig.4 昭和初期の渋谷円山町

商業の中心地でもある渋谷の空間は陶酔感のある場所である。

しかし、 駅前周辺に建つ超高層ビルは渋谷の商業空間を纏め

てしまい街としての非場所化の動きが進んでいる。 また、 渋谷

区円山町は昭和初期から芸者町として栄えていたが、 渋谷駅の

周辺の発達に伴い芸者町としての円山町の存在は薄れ、 時代

とともに衰退していった。

「渋谷」 という商業界隈の事例

昨今の世の中では 「非場所化」 が進んでいく。 我々の住む世界の中でどうリアリティを取り戻していくのか。

場所という概念は、 それ以外の場所とは全く異なる価値を持ち、 歴史的な時間軸があり、 人間と有機的な結びつきを持ってきたものである。

この計画では衰退していく渋谷商業の空間を現代的に解いていく。

4-1｜渋谷円山町研究　　～街を形成する形の分析～

敷地調査から渋谷駅周辺では猥雑とした空間を形成した雑居ビルの形があり、 円山町の居住地では生活を作る小さい単位の集積に大きく分けられた。 これらのサンプルを対象として

そこからみられる素材や要素を発見したり評価していくことにより設計の展開へとつなげていく。

4-2｜渋谷円山町研究　　～街に残る場所 （形態素） の記録～
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C 「纏う」 空間 D 「導く」 空間
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5-1｜手法Ⅰ　　 ～空間要素 （モルフェーム） の分類～

E 「伝える」 空間 F 「響く」 空間
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I 「貫く」 空間 J 「歓迎」 空間

要素の演出

多角的な展開

惹きつける空間変化
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内部と外部を分ける境界モデル 壁つなぎ合わせ部分領域モデル 高架下による空間モデル 床壁操作の建築空間モデル斜面による床屋根空間モデル

隣の空間を感じる建築モデル 段々とつながる建築モデル

互い違いの空間認識モデル吹き抜けと包容される空間モデル

上部を可変させてく階段部材 次の空間につなげるプロムナード 二重領域を作る空間モデル 奥行きと隙間の空間モデル緩やかにつなぐ空間モデル

5-2｜手法Ⅰ　　～空間の名称～ 7｜全体アイソメ図6｜イメージパース

5-3｜手法Ⅰ　　～形の転用～


